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桃の節句も過ぎ、ようやく春らしくなってきました。これからの時期は進学や就職、新

生活に向けて、人の移動が活発化します。愛知県独自の感染対策は「警戒領域」に緩和さ

れましたが、引き続き、基本的な感染防止対策を徹底しましょう。 

  本市の新型コロナウイルス感染症の発生状況

新規陽性者数は 2月 20 日に今年度最少の 58 人となるなど、減少傾向が継続しています。 

上期 10月 11月 12月 1月 2月 3月

陽性 12,609 135,789 311,110 15,914 46,976 80,377 59,021 10,796 1,012 673,604

死亡 275 462 334 52 41 130 161 60 10 1,525
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（令和 5年 3月 5日現在）

名古屋市発！新型コロナだより

〇 月別陽性者・死亡者数

愛知県独自の感染対策 緩和！ 

愛知県では、感染状況の落ち着きを踏まえ、2 月 27 日から独自の感染対策の段階を「厳重

警戒」から「警戒領域」に引き下げ、皆様に呼びかけてきた感染対策を緩和しています。 

マスク着用の考え方 見直しへ！ 

新型コロナ対策として、これまで屋外では原則不要、屋内では原則着用としていましたが、 

3 月 13 日からマスク着用は個人の判断が基本となります。本人の意思に反してマスクの

着脱を強いることがないよう、個人の主体的な判断の尊重にご配慮をお願いします。 

ただし、以下のマスク着用が効果的な場面では、着用を推奨しています。また、事業

者の判断でマスク着用を求められる場合や従業員がマスクを着用している場合があります。 

Check!

マスク着用を含む日常生活 

で気を付けることはこちら 

◆周囲の方に、感染を広げないために

 受診時や医療機関 

・高齢者施設等を 

訪問する時 

 通勤ラッシュ時等、 

混雑した電車・バ 

スに乗車する時 

◆緩和された主な対策は？ 

 会食・飲食時は同一テーブルに 4 人までを目

安に、長時間を回避 → なし

 混雑した場所等への外出や、県をまたぐ移動

に対する注意 → なし

※3月 13 日以降は、マスク会食 

の徹底等も緩和予定 

Topics!

警戒領域に伴う 

対応はこちら 

◆ご自身を感染から守るために 

 重症化リスクの高い方が感染拡大時に混雑

した場所に行く時

①高齢者 ②基礎疾患を有する方 ③妊婦

◆今後も行うべき対策は？ 

マスク着用の考え方の見直し後であって

も、基本的な感染防止対策は重要です。引き

続き、①三つの密の回避、②人と人との距離

の確保、③手洗い

等の手指衛生、 

④換気等を行い

ましょう 


